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第8回生物多様性検討委員会

北海道森林管理局

（平成21年2月20日）

にしんの森再生プロジェクト

プロジェクト地域の設定

目標林
地域本来、原生、壮齢、天然性、の条件

を多く満たす林分

再生事業区
択伐・伐採などの過去の人為や山火事

を誘因とするササ優占地、及び針広混交
を目指す人工林

対照区
再生事業区と同種の林分で非施業地．

比較条件の検討
・森林再生事業地と比較対照林分の設定
・森林遷移に伴う動植物相モニタリング手法

森林再生事業の実施

植生構成、野生動物等の比
較による差異の抽出
過去の事例・知見の集約

森林再生手法の検討

野生動植物調査手法の検討

基礎調査実施

委員会に
おける助言

モニタリング
調査実施

森林再生事業の評価
調査データの比較・分析

にしんの森再生

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
作
業

にしんの森再生事業の広域的展開

調査区の設定

地域との協働作業

森林遷移と動植物の優占種変化の
モニタリングが可能な調査区の設定．

植生、鳥類、ほ乳類、両性・
は虫類、昆虫類．

目標林に近づいているかの評価、及び
生物多様性からの評価を重視する．

比較、分析、評価
の基礎となるインベ
ントリーの充実．
現地調査．
既存資料調査．

人為を加えることにより、目標林に最短で近づく手法の検討．
森林タイプ別（ササ代償植生地、人工造林地等）．
再生手法別（自然更新プロセス、適切な植込み、間伐等）．

環境別の指標種の抽出．
再生事業前後の変化．

森林ＧＩＳ分析(ササ代償植生の抽出)

現地調査．

基礎調査を行った箇所で実施．
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1. プロジェクトの流れ

にしんの森再生プロジェクト 目的：日本海沿岸部の山火事、人為によるササ優占未立木地において、地域本来
の森林再生を図り、もって生物多様性の向上・保全に寄与する．

新信砂川源流地区：ササ優占地において地域本来の森林への誘導を図り、森林と
渓流環境の修復により森林の生物多様性を向上する．地域との協働の場を設ける．

小平蘂川源流地区：主にトドマツ人工林において、自然更新プロセスを活用して
本来の森林への誘導を図り、森林の生物多様性を向上する．

古丹別川源流地区：自然更新プロセスにより大径木を再生し、持続可能な資源
利用と生物多様性を両立するモデル手法を確立する．

にしんの森再生プロジェクトの調査報告 資料１
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2. 調査区の区分

目 標 林 （ﾘﾌｧﾚﾝｽ）

再 生 事 業 区 対 照 区

目標林（ﾘﾌｧﾚﾝｽ）・再生事業区・対照
区は、本プロジェクトの比較対照の基
本セット（ ）と位置付ける。

は自然力により目標林（ﾘﾌｧ
ﾚﾝｽ）に向かうことを表している。

は本プロジェクトによる人為
を経て目標林（ﾘﾌｧﾚﾝｽ）に向かうこと
を表している。

S13年 古丹別試験林（文献）

幌糠①

再生事業区
信砂②（択伐跡地、ﾐｽﾞﾅﾗ･ﾄﾄﾞﾏﾂ植林）

再生事業区
小平蘂④（ﾄﾄﾞﾏﾂ人工林で間伐予定地）

再生事業区（先行）
信砂①（択伐跡地、ﾄﾄﾞﾏﾂ植林）

再生事業区（先行）
信砂③（択伐跡地、地がき実施）

対照区 古丹別②（択伐跡地）

対照区
古丹別①（択伐跡地、一部ﾄﾄﾞﾏﾂ植林）

対照区 小平蘂①（択伐跡地）

対照区 小平蘂②（ﾄﾄﾞﾏﾂ人工林で
広葉樹優占）

対照区 小平蘂③（ﾄﾄﾞﾏﾂ人工林）

目標林

新信砂源流地区

小平蘂川源流地区

古丹別川源流地区

凡 例 （色）

植生区分

調査区の植生区分（環境省：現存植生図より）

北海道の森林区分

古丹別川源流

小平蘂川源流

新信砂川源流

標高（ｍ） 植生区分1 植生区分2

S13年古丹別 210 ブナクラス域自然植生 下部針広混交林

幌糠① 120 ブナクラス域自然植生 エゾイタヤ－シナノキ群落

古丹別① 230 ブナクラス域自然植生 エゾイタヤ－シナノキ群落

古丹別② 320 ブナクラス域自然植生 エゾイタヤ－シナノキ群落

小平蘂① 180 ブナクラス域自然植生 エゾイタヤ－シナノキ群落

小平蘂② 100 植林地・耕作地植生 トドマツ植林

小平蘂③ 100 植林地・耕作地植生 トドマツ植林

信砂① 370 ブナクラス域自然植生 下部針広混交林

信砂② 290 ブナクラス域自然植生 エゾイタヤ－シナノキ群落

信砂③ 460 亜寒帯・亜高山帯自然植生 ササ－ダケカンバ群落

新信砂川
源流

帯状区

目標林

古丹別川
源流

小平蘂川
源流




